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2019 年 10 月 30 日 

企業会計基準委員会 

 

企業会計基準公開草案第 66 号 

「収益認識に関する会計基準（案）」等の公表 
 

コメントの募集 

当委員会は、2018 年 3 月 30 日に、我が国における収益認識に関する包括的な会計基準と

して、以下の企業会計基準及びその適用指針を公表しました。 

 企業会計基準第 29 号 

「収益認識に関する会計基準」（以下「2018 年会計基準」という。） 

 企業会計基準適用指針第 30 号 

「収益認識に関する会計基準の適用指針」 

2018 年会計基準においては、注記について、2018 年会計基準を早期適用する場合の必要

最低限の注記（企業の主要な事業における主な履行義務の内容及び企業が当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点））のみ定め、2018 年会計基準が適用され

る時（2021 年 4 月 1 日以後開始する連結会計年度及び事業年度の期首）までに、注記事項

の定めを検討することとしていました。 

また、収益認識の表示に関する次の事項についても同様に、2018 年会計基準が適用され

る時までに検討することとしていました。 

(1)  収益の表示科目 

(2)  収益と金融要素の影響（受取利息又は支払利息）の区分表示の要否 

(3)  契約資産と債権の区分表示の要否 

上記の経緯を踏まえ、当委員会において審議を行ってまいりましたが、今般、2019 年 10

月 25 日開催の第 419 回企業会計基準委員会において、以下の企業会計基準及びその適用指

針の公開草案（以下合わせて「本公開草案」という。）の公表を承認しましたので、本日公

表いたします。 

 企業会計基準公開草案第 66 号（企業会計基準第 29 号の改正案） 

「収益認識に関する会計基準（案）」（以下「本会計基準改正案」という。） 

 企業会計基準適用指針公開草案第 66 号（企業会計基準適用指針第 30 号の改正案） 

「収益認識に関する会計基準の適用指針（案）」（以下「本適用指針改正案」という。） 

 企業会計基準公開草案第 67 号（企業会計基準第 12 号の改正案） 

「四半期財務諸表に関する会計基準（案）」（以下「四半期会計基準案」という。） 

 企業会計基準適用指針公開草案第 67 号（企業会計基準適用指針第 14 号の改正案） 

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針（案）」 
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 企業会計基準適用指針公開草案第 68 号（企業会計基準適用指針第 19 号の改正案） 

「金融商品の時価等の開示に関する適用指針（案）」 

 

本公開草案の公表は、広くコメントを頂くことを目的とするものです。本公開草案に対す

るコメントがございましたら、2020 年 1 月 10 日（金）までに、原則として電子メールによ

り、下記へ文書でお寄せください。なお、個々のコメントについては、直接回答しないこと、

氏名又は名称が付されていないコメントは有効なものとして取り扱わないこと、寄せられ

たコメントについては、氏名又は名称を含め当委員会のホームページに原則として公開す

ることを、あらかじめご了承ください。 

 

記 

 

電 子 メ ー ル：shueki2019@asb.or.jp 

ファクシミリ：03-5510-2717 
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本公開草案の概要及び質問項目 

以下の概要は、コメントをお寄せ頂くにあたっての便宜に資するため、本公開草案の内容

を要約したものです。コメントをお寄せ頂く際には、より正確な検討のために本公開草案を

お読み頂きますようお願いいたします。 

また、コメントをお寄せ頂く方の便宜のため、個別の質問項目を以下の概要に含めていま

すが、コメントの対象はこれらに限られるものではなく、また、すべての質問項目について

ご回答頂く必要はありません。 

 

質問 1（回答者の属性） 

お寄せ頂くご意見を今後の審議において適切に踏まえるために、本公開草案の質問

にご回答頂くにあたって、いずれの立場（財務諸表利用者、財務諸表作成者、監査人、

学識経験者、その他）に基づいてご回答いただいているかをご記載ください。 

 

 

 表 示 

（顧客との契約から生じる収益の区分表示又は注記及び表示科目（本会計基準改正案第 78-

2 項及び本適用指針改正案第 104-2 項）） 

本公開草案では、顧客との契約から生じる収益の額を、企業の実態に応じて、適切な科目

をもって損益計算書に表示するか、注記することを提案している。また、顧客との契約から

生じる収益は、例えば、売上高、売上収益、営業収益等として表示することを提案している。 

 

質問 2（表示に関する質問） 

（質問 2-1）顧客との契約から生じる収益の区分表示又は注記及び表示科目に関する

質問 

本公開草案の顧客との契約から生じる収益の区分表示又は注記及び表示科目に関

する提案に同意しますか。同意しない場合には、その理由をご記載ください。 

 

 

（契約資産と顧客との契約から生じた債権の区分表示又は注記の要否（本会計基準改正案

第 79 項及び第 158 項）） 

2018 年会計基準では、契約資産と債権を貸借対照表において区分表示せず、かつ、それ

ぞれの残高を注記しないことができることとし、当該区分表示及び注記の要否は、2018 年

会計基準が適用される時までに検討することとしていた。本公開草案においては、当該記載

を削除することを提案している。その結果、本会計基準改正案第 79 項に従って、契約資産

と顧客との契約から生じた債権を貸借対照表に区分して表示するか、貸借対照表に区分し

て表示しない場合は、それぞれの残高を注記することを提案している。 
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（貸借対照表上の表示科目（本会計基準改正案第 79 項及び本適用指針改正案第 104-3 項）） 

2018 年会計基準では、契約資産、契約負債又は顧客との契約から生じた債権を、企業の

実態に応じて、適切な科目をもって貸借対照表に表示するとしている。本公開草案では、契

約資産、契約負債又は顧客との契約から生じた債権について、下記の例を挙げている。 

(1)  契約資産…契約資産、工事未収入金等 

(2)  契約負債…契約負債、前受金等 

(3)  顧客との契約から生じた債権…売掛金、営業債権等 

 

（顧客との契約に重要な金融要素が含まれる場合の取扱い（本会計基準改正案第 78-3 項）） 

本公開草案では、顧客との契約に重要な金融要素が含まれる場合、顧客との契約から生じ

る収益と金融要素の影響（受取利息又は支払利息）は、損益計算書において区分して表示す

ることを提案している。 

 

（顧客との契約から生じた債権又は契約資産について認識した減損損失の開示（本会計基

準改正案第 157 項）） 

国際財務報告基準（IFRS）第 15 号「顧客との契約から生じる収益」（以下「IFRS 第 15

号」という。）において要求されている顧客との契約から生じた債権又は契約資産について

認識した減損損失の開示に関しては、企業会計基準第 10 号「金融商品に関する会計基準」

（以下「金融商品会計基準」という。）の見直しと合わせて検討することとし、本公開草案

において当該開示は求めないことを提案している。 

 

（質問 2-2）表示に関するその他の質問 

（質問 2-1）以外の表示に関する提案に同意しますか。同意しない場合には、その

理由をご記載ください。 

 

 

 注記事項 

 注記事項の開発にあたっての基本的な方針（本会計基準改正案第 101-2 項から第 101-

6 項） 

本公開草案では、注記事項の検討を進めるにあたっての基本的な方針として、次の対応

を行うことを提案している。 

(1)  包括的な定めとして、IFRS 第 15 号と同様の開示目的及び重要性の定めを本会計基

準改正案に含める。また、原則として IFRS 第 15 号の注記事項のすべての項目を本会

計基準改正案に含める。 

(2)  企業の実態に応じて個々の注記事項の開示の要否を判断することを明確にし、開
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示目的に照らして重要性に乏しいと認められる項目については注記しないことがで

きることを明確にする。 

これまで国際的な整合性を図る観点から会計基準等の開発を行う際に、会計処理につ

いては、開発する会計基準に準拠して行われる会計処理により得られる財務情報が国際

的な会計基準に基づく財務情報と大きく異ならないように開発を行った場合であっても、

注記事項については、必ずしも会計処理と同様の対応を行っていない。ここで、収益は、

企業の主な営業活動からの成果を表示するものとして、企業の経営成績を表示するうえ

で重要な財務情報と考えられ、収益に関する情報によって、財務諸表利用者は、企業の顧

客との契約及び当該契約から生じる収益を適切に理解できるようになり、より適切な将

来キャッシュ・フローの予測ができるようになることから、より適切な経済的意思決定が

できるようになると考えられる。したがって、本公開草案においては、会計処理に関する

定めと同様に、注記事項についても原則として IFRS 第 15 号と同様の内容を取り入れる

ことを提案している。 

一方で、注記が大幅に増加することに対する懸念から、個別の注記事項ごとに有用性を

検討し取り入れるものを決めるべきとの意見も寄せられた。しかしながら、有用性が認め

られるために注記が必要とされる情報は契約の類型によって異なるものであるため、さ

まざまな契約の類型を考慮して注記事項を定めることとした場合、ある場合には有用な

情報を開示することになっても、他の場合には有用な情報を開示することにならないな

ど、すべての状況において有用な情報を提供するようにこれを定めることは困難である

と考えられる。したがって、開示目的を定めたうえで、企業の実態に応じて、企業自身が

当該開示目的に照らして注記事項の内容を決定することとしたほうが、より有用な情報

を財務諸表利用者にもたらすことができると考えられる。 

これらの点を踏まえ、本公開草案では、IFRS 第 15 号と同様の開示目的及び重要性の定

めを設けることとし、開示目的を達成するために必要な注記事項の開示の要否を、企業の

実態に応じて企業自身で判断するものとしている（下記「収益認識に関する注記」におけ

る「開示目的」（質問 3-3）もあわせて参照のこと）。 

 

質問 3（注記事項に関する質問） 

（質問 3-1）原則として IFRS 第 15 号の注記事項のすべての項目を本公開草案に含め

るという本公開草案の基本的な方針に関する質問 

本公開草案では、包括的な定めとして、IFRS 第 15 号と同様の開示目的及び重要性

の定めを含めたうえで、原則として IFRS 第 15 号の注記事項のすべての項目を本公

開草案に含めることを提案しています。この提案に同意しますか。同意しない場合に

は、その理由をご記載ください。 
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 重要な会計方針の注記（本会計基準改正案第 80-2 項及び第 80-3 項） 

本公開草案では、顧客との契約から生じる収益に関して、次に定める項目を重要な会計

方針として注記することを提案している。 

(1)  企業の主要な事業における主な履行義務の内容 

(2)  企業が当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点） 

ただし、上記に定める項目以外にも、「収益を理解するための基礎となる情報」として

記載することとした内容のうち、重要な会計方針に含まれると判断した内容については、

重要な会計方針として注記することを提案している。 

 

（質問 3-2）重要な会計方針の注記に関する質問 

本公開草案における重要な会計方針の注記の定めに関する提案に同意しますか。同

意しない場合には、その理由をご記載ください。 

 

 

 収益認識に関する注記 

（開示目的（本会計基準改正案第 80-4 項及び第 80-5 項並びに第 164 項及び第 165 項）） 

「注記事項の開発にあたっての基本的な方針」に記載した基本的な方針のもと、本公開

草案においては、顧客との契約から生じる収益に関する情報を注記するにあたっての包

括的な定めとして開示目的「顧客との契約から生じる収益及びキャッシュ・フローの性質、

金額、時期及び不確実性を財務諸表利用者が理解できるようにするための十分な情報を

企業が開示すること」を設けることを提案している。 

本公開草案では、開示目的を達成するための収益認識に関する注記として、次の項目を

示すことを提案している。 

(1)  収益の分解情報 

(2)  収益を理解するための基礎となる情報 

(3)  当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報 

「注記事項の開発にあたっての基本的な方針」に記載したとおり、本公開草案では、注

記事項についても原則として IFRS 第 15 号と同様の項目を含めることを提案している。

上記の項目は、開示目的との関連、すなわち、どのように開示目的が達成されることが想

定されるのかを踏まえて、IFRS第15号の項目を再分類したものである（詳細については、

別紙 1参照）。 

そのうえで、開示目的を達成する方法として、IFRS 第 15 号を参考として上記の項目ご

とに具体的な注記事項を定めているが、IFRS 第 15 号の注記事項の取扱いと同様に、これ

らの注記事項は最低限の注記のチェックリストとして用いられることを意図したもので

はない。 

必要な注記を検討するにあたっては、開示目的に照らして重要性を考慮すべきである
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と考えられるため、本公開草案では、重要性に乏しい情報の注記をしないことができるこ

とを明確にすることを提案している。 

 

（収益認識に関する注記の記載方法等（本会計基準改正案第 80-7 項から第 80-9 項）） 

本公開草案では、収益認識に関する注記の記載方法等について、次の提案を行っている。 

(1)  我が国においては、個別の会計基準で定める個々の注記事項の区分に従って注記

事項の記載がなされていることが多いが、収益認識に関する注記を記載するにあた

っては、注記事項の構成に従って注記を記載しないことができ、開示目的に照らして、

企業の収益及びキャッシュ・フローを理解するために適切であると考えられる方法

で注記を記載する。 

(2)  収益認識に関する注記として記載することとした内容を、重要な会計方針として

注記している場合には、収益認識に関する注記として記載しないことができる。 

(3)  (2)における重要な会計方針以外の注記について、収益認識に関する注記として記

載することとした内容を財務諸表上の他の注記事項として記載している場合には、

収益認識に関する注記を記載するにあたり、当該他の注記事項を参照することによ

り記載に代えることができる。 

 

（質問 3-3）開示目的に照らして注記事項を判断するという本公開草案の基本的な方

針に関する質問 

本公開草案では、企業の実態に応じて、企業自身が開示目的に照らして個々の注記

事項の内容を決定することを求めることを提案しています。この提案に同意します

か。同意しない場合には、その理由をご記載ください。 

 

 

（収益の分解情報（本会計基準改正案第 80-10 項及び第 80-11 項並びに本適用指針改正案

第 106-3 項から第 106-5 項）） 

本公開草案では、当期に認識した顧客との契約から生じる収益について、収益及びキャ

ッシュ・フローの性質、金額、時期及び不確実性に影響を及ぼす主要な要因に基づく区分

に分解した情報の注記を求めることを提案している。また、企業会計基準第 17 号「セグ

メント情報等の開示に関する会計基準」（以下「セグメント情報等会計基準」という。）を

適用している場合、収益の分解情報と、セグメント情報等会計基準に従って各報告セグメ

ントについて開示する売上高との間の関係を財務諸表利用者が理解できるようにするた

めの十分な情報を注記することを提案している。 

 

（収益を理解するための基礎となる情報（本会計基準改正案第 80-12 項から第 80-19 項及

び本適用指針改正案第 106-6 項及び第 106-7 項）） 
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本公開草案では、顧客との契約が、財務諸表に表示している項目又は収益認識に関する

注記における他の注記事項とどのように関連しているのかを示す基礎となる情報として、

次の事項を注記することを提案している。 

(1)  契約及び履行義務に関する情報 

(2)  取引価格の算定に関する情報 

(3)  履行義務への配分額の算定に関する情報 

(4)  履行義務の充足時点に関する情報 

(5)  本会計基準改正案の適用における重要な判断 

 

（当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報） 

本公開草案では、当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報として、「契約

資産及び契約負債の残高等」及び「残存履行義務に配分した取引価格」を注記することを

提案しているが、これらの注記については、財務諸表作成者から作成負担に対する懸念が

寄せられており、これらの注記を求めることの要否について別途検討を行った。これらの

注記は、IFRS 第 15 号においても、実務上の負担を考慮し、当初の提案から一定の軽減を

図ったうえで、有用性の観点から要求されたものである。本公開草案においては、IFRS 第

15 号における検討を考慮するとともに、我が国においてのみ実務上の負担の観点から当

該注記を取り入れないとすることは困難であると考えられることから、次の対応を図っ

たうえで、本公開草案に含めることを提案している。 

(1)  契約資産及び契約負債の残高等（本会計基準改正案第 80-20 項及び第 189 項並び

に本適用指針改正案第 106-8 項及び第 191 項） 

当期中の契約資産及び契約負債の残高に重要な変動がある場合には、その内容に

ついて注記する。また、IFRS 第 15 号においては、当該記載には、定性的情報と定量

的情報を含めなければならないとされているが、本公開草案では、当該記載には必ず

しも定量的情報を含める必要はないものとする。 

(2)  残存履行義務に配分した取引価格（本会計基準改正案第 80-21 項から第 80-24 項

及び第 190 項から第 202 項） 

残存履行義務に配分した取引価格の注記については、IFRS 第 15 号と同様に、当初

の予想期間が 1 年以内の契約の一部である履行義務について、残存履行義務に配分

した取引の注記に含めないことを認める。また、当該実務上の便法に加えて、FASB 

Accounting Standards Codification（米国財務会計基準審議会（FASB）による会計

基準のコード化体系）の Topic 606「顧客との契約から生じる収益」（以下「Topic 

606」という。）において、IFRS 第 15 号に追加して定められた実務上の便法を含める。

さらに、残存履行義務に係る実務上の便法を適用した場合の注記に関して、Topic 606

の注記の定めにおいてIFRS第15号における注記の定めも包含されているため、Topic 

606 に基づく注記の定めを基礎として定めを設ける。 
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（工事契約等から損失が見込まれる場合（本適用指針改正案第 106-9 項及び 106-10 項）） 

企業会計基準第 15 号「工事契約に関する会計基準」（以下「工事契約会計基準」とい

う。）に関する注記事項は、収益認識会計基準が適用される時に廃止されることとなるた

め、本公開草案においては、工事契約会計基準に定める次の注記を引き継ぐことを提案し

ている。 

(1)  当期の工事損失引当金繰入額 

(2)  同一の工事契約に関する棚卸資産と工事損失引当金がともに計上されることとな

る場合、棚卸資産と工事損失引当金の相殺の有無と関連する影響額 

 

（質問 3-4）収益認識に関する注記の定めに関する質問 

本公開草案の収益認識に関する注記の定めに関する提案に同意しますか。同意しな

い場合には、その理由をご記載ください。 

 

 

（連結財務諸表を作成している場合の個別財務諸表における注記（本会計基準改正案第 80-

25 項及び第 80-26 項）） 

本公開草案では、連結財務諸表を作成している場合の個別財務諸表においては、収益認

識に関する注記の定めにかかわらず、本会計基準改正案第 80-5 項に掲げる項目のうち、

(1)「収益の分解情報」及び(3)「当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報」

については、注記しないことができることを提案している（別紙 2参照）。 

また、本会計基準改正案第 80-5 項(2)「収益を理解するための基礎となる情報」の注記

を記載するにあたり、連結財務諸表における記載を参照することができることを提案し

ている。 

 

（質問 3-5）連結財務諸表を作成している場合の個別財務諸表における注記の定めに

関する質問 

本公開草案の連結財務諸表を作成している場合の個別財務諸表における注記の定

めに関する提案に同意しますか。同意しない場合には、その理由をご記載ください。

 

 

（四半期財務諸表における注記（四半期会計基準案第 19 項(7-2)、第 25 項(5-3)、第 58-5

項及び第 58-6 項）） 

本公開草案では、既存の四半期会計基準の注記事項の定め及び国際的な比較可能性を

考慮した結果、すべての四半期の四半期連結財務諸表及び四半期個別財務諸表において、

年度の期首から四半期会計期間の末日までの期間に認識した顧客との契約から生じる収
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益について収益の分解情報の注記を要求することを提案している（別紙 2参照）。 

なお、審議の過程において、四半期財務諸表について収益の分解情報の注記を求める場

合、開示の適時性に係る強い制約がある中、財務諸表作成者にとって追加的な負担が生じ

ることや、当該情報の有用性についての疑問があること等から、慎重に検討すべきである

との意見が聞かれた。また、一方で当該開示により企業の業績についての途中経過を適時

に、また適切に把握することが可能となり、加えて企業の中長期の業績を適時に予測する

ためにも有用であるとの意見が聞かれた。 

 

（質問 3-6）四半期財務諸表における注記の定めに関する質問 

本公開草案の四半期財務諸表における注記の定めに関する提案に同意しますか。同

意しない場合には、その理由をご記載ください。 

 

 

 会計処理 

 会計処理の見直しを行ったもの 

（契約資産の性質（本会計基準改正案第 77 項及び第 150-3 項）） 

2018 年会計基準においては、契約資産を金銭債権として取り扱うこととしていたが、

本公開草案においては、国際的な会計基準における取扱いを踏まえ、契約資産が金銭債権

に該当するか否かについて言及せず、契約資産に係る貸倒引当金の会計処理について、金

融商品会計基準における債権の取扱いを適用すること、また、外貨建ての契約資産に係る

外貨換算について、企業会計審議会「外貨建取引等会計処理基準」の外貨建金銭債権債務

の換算の取扱いを適用することを提案している。 

 

質問 4（契約資産の性質に関する質問） 

本公開草案の契約資産の性質に関する提案に同意しますか。同意しない場合には、

その理由をご記載ください。 

 

 

 適用時期及び経過措置（本会計基準改正案第 81 項から第 83-2 項及び第 89-3 項から第 89-

5 項） 

本公開草案では、適用時期及び経過措置について、次のように取り扱うことを提案して

いる（本資料では、本公開草案が最終化された場合の本会計基準改正案及び本適用指針改

正案を合わせて「20XX 年改正会計基準等」という。） 

(1)  20XX 年改正会計基準等は、2018 年会計基準の適用日を踏襲し、2021 年 4 月 1日以

後開始する連結会計年度及び事業年度の期首から適用する。 

(2)  早期適用として、2020 年 4 月 1 日以後開始する連結会計年度及び事業年度の期首
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から 20XX 年改正会計基準等を適用することができる。なお、早期適用については、

追加的に、2020 年 4 月 1 日に終了する連結会計年度及び事業年度から 2021 年 3 月

30 日に終了する連結会計年度及び事業年度までにおける年度末に係る連結財務諸表

及び個別財務諸表から 20XX 年改正会計基準等を適用することができる。 

(3)  20XX 年改正会計基準等の適用初年度に 20XX 年改正会計基準等の適用により表示

方法の変更が生じる場合には、当該変更は、企業会計基準第 24 号「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」に定める会計基準又は法令等の改正による表示方

法の変更として取り扱う。 

(4)  表示方法の変更が生じる場合には、適用初年度の前連結会計年度の連結財務諸表

（注記事項を含む。）及び前事業年度の個別財務諸表（注記事項を含む。）（以下合わ

せて「適用初年度の比較情報」という。）について、新たな表示方法に従い組替えを

行わないことができる。また、この場合には、適用初年度において、影響を受ける連

結財務諸表及び個別財務諸表の主な表示科目に対する影響額を記載する。 

(5)  20XX 年改正会計基準等の適用初年度においては、20XX 年改正会計基準等において

定める注記事項を適用初年度の比較情報に注記しないことができる。 

なお、2018 年会計基準等について、20XX 年改正会計基準等が公表された時点で適用時

期を迎えていない（すなわち、2018 年会計基準等の早期適用が可能である。）ことが考え

られる。したがって、2018 年会計基準に定められていたとおり、2018 年会計基準等は、

2021年 3月 31日以前に開始する連結会計年度及び事業年度の期首から適用できることを

提案している（ただし、20XX 年改正会計基準等を適用している場合を除く。）。 

 

質問 5（適用時期及び経過措置に関する質問） 

（質問 5-1）適用時期に関する質問 

本公開草案では、比較年度の表示及び注記についての一定の経過措置を設けたう

えで、2018 年会計基準の適用日を踏襲し、20XX 年改正会計基準等を 2021 年 4 月 1日

以後開始する連結会計年度及び事業年度の期首から適用することを提案していま

す。 

本公開草案の適用時期に関する提案に同意しますか。同意しない場合には、その理

由（仮に、本公開草案で提案している表示又は注記事項の一部の項目について提案さ

れている適用日までの対応について困難が想定される場合にはその内容、理由及び

対応に要すると見込まれる期間）をご記載ください。 

 

（質問 5-2）早期適用に関する質問 

本公開草案の早期適用に関する提案に同意しますか。同意しない場合には、その理

由をご記載ください。 
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（質問 5-3）経過措置に関する質問 

本公開草案の経過措置に関する提案に同意しますか。同意しない場合には、その理

由をご記載ください。 

 

 

 設例及び開示例（本適用指針改正案[設例 27]及び[設例 28]並びに[開示例 1]から[開示例

3]） 

本公開草案においては、次の設例及び開示例を追加している。 

(1)  設例 

［設例27］履行により認識される契約資産 

［設例28］履行により認識される顧客との契約から生じた債権 

(2)  開示例 

［開示例1］収益の分解情報 

［開示例2］残存履行義務に配分した取引価格の注記 

［開示例3］残存履行義務に配分した取引価格の注記－定性的情報 

 

質問 6（設例及び開示例に関する質問） 

（質問 6-1）設例に関する質問 

本公開草案における設例の提案に同意しますか。同意しない場合には、その理由を

ご記載ください。 

 

（質問 6-2）開示例に関する質問 

本公開草案における開示例の提案に同意しますか。同意しない場合には、その理由

をご記載ください。 

 

 

 その他 

質問 7（その他） 

その他、本公開草案に関して、ご意見がありましたら、ご記載ください。 

 

 

以 上 
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（別紙 1）IFRS 第 15 号の注記の定めと収益認識に関する注記の定めとの関係  

 

 

IFRS 第 15 号の注記の定め 収益認識に関する注記の定め     

顧客との契約（IFRS15.114-122） (1) 収益の分解情報（本会計基準改正案 80-10,80-11） 
    

 収益の分解情報（IFRS15.114,115） (2) 収益を理解するための基礎となる情報（本会計基準改正案 80-12～19） 
    

 契約残高（IFRS15.116-118） (a) 契約及び履行義務に関する情報（ステップ１及びステップ 2） 
    

 履行義務（IFRS15.119） (i) 履行義務の内容 

① 財又はサービスが他の当事者により 

顧客に提供されるように手配する履行義務 

② 返品、返金及びその他の類似の義務 

③ 財又はサービスに対する保証及び関連する義務 

(ii) 重要な支払条件 

   
  履行義務を充足する通常の時点 

  重大な支払条件 

  財又はサービスの内容（本人又は代理人） 

  返品及び返金の義務並びにその他の類似の義務 

  製品保証及び関連する義務の種類     
   (b) 取引価格の算定に関する情報（ステップ 3） 
   

 残存履行義務に配分した取引価格（IFRS15.120-122） ① 変動対価の算定 

② 変動対価の見積りが制限される場合のその評価 

③ 返品、返金及びその他の類似の義務の算定 

   
  
 
    

本基準の適用における重要な判断（IFRS15.123-126） (c) 履行義務への配分額の算定に関する情報（ステップ 4） 
   
 履行義務の充足の時期の決定（IFRS15.123-125） ① 取引価格の配分 
    

 取引価格及び履行義務への配分額の算定（IFRS15.126） (d) 履行義務の充足時点に関する情報（ステップ 5） 
    
  取引価格の算定（変動対価の見積り） ① 履行義務を充足する通常の時点 

② 履行義務の充足の時期の決定   変動対価の見積りが制限されるかどうかの評価        
  取引価格の配分 (e) 本会計基準改正案の適用における重要な判断 
    

  返品及び返金の義務並びにその他の類似の義務の測定 (3) 当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報 

（本会計基準改正案 80-20～24） 
    

   (a) 契約資産及び契約負債の残高等に関する情報 
    

   (b) 残存履行義務に配分した取引価格に関する情報 



 

- 14 - 

 

（別紙 2）本公開草案の注記の定めと各財務諸表との関係 

 

（注1） 重要な会計方針として注記する（本会計基準改正案第 80-2 項）。 

（注2） (注 1)以外にも、「(2)収益を理解するための基礎となる情報」として記載することとした内容のうち、重要な会計方針に含まれると判断し

た内容については、重要な会計方針として注記する（本会計基準改正案第 80-3 項）。 

 

本公開草案の注記の定め  連結財務諸表 個別財務諸表 四半期財務諸表     
収益認識に 

関する注記 
省略可 

収益認識に 

関する注記 
(1) 収益の分解情報（本会計基準改正案 80-10,80-11）  
    

(2) 収益を理解するための基礎となる情報（本会計基準改正案 80-12～19）(注 2)  

重要な会計方針

(注 1) 

 

又は 

 

収益認識に 

関する注記 

(注 2) 

重要な会計方針

(注 1) 

 

又は 

 

収益認識に 

関する注記 

(注 2) 

省略可 

    

 (a) 契約及び履行義務に関する情報（ステップ１及びステップ 2）  
    
  (i) 履行義務の内容(注 1) 

① 財又はサービスが他の当事者により 

顧客に提供されるように手配する履行義務 

② 返品、返金及びその他の類似の義務 

③ 財又はサービスに対する保証及び関連する義務 

(ii) 重要な支払条件 

 

   

   

   

   

   
    

 (b) 取引価格の算定に関する情報（ステップ 3）  
    
  ① 変動対価の算定 

② 変動対価の見積りが制限される場合のその評価 

③ 返品、返金及びその他の類似の義務の算定 

 

   
   
    

 (c) 履行義務への配分額の算定に関する情報（ステップ 4）  
   
  ① 取引価格の配分  
    

 (d) 履行義務の充足時点に関する情報（ステップ 5）  
    
  ① 履行義務を充足する通常の時点(注 1) 

② 履行義務の充足の時期の決定 

 

   
    

 (e) 本会計基準改正案の適用における重要な判断  
    

収益認識に 

関する注記 
省略可 省略可 

(3) 当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報 

（本会計基準改正案 80-20～24） 

 

    

 (a) 契約資産及び契約負債の残高等に関する情報  
    

 (b) 残存履行義務に配分した取引価格に関する情報  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


